
インターネット上のラジオ放送中のＣＭを
用いてリスニング活動をスパイス．アップ１

－オーセンテイックなリスニング教材を求めて－

英語科横野健

大学入試センター試験への英語のリスニング・テストの導入を機に，それまではごく希少であった高

校生向けの英語のリスニング教材が数多く出版されるようになった。しかし，発話のスピードが遅いこ

と，発声が常に明蜥で，発音が細部まで実に丁寧であることなど肌聞き取るべき英語の音声には，やや

不白然な要素が含まれている。高校生にも分かりやすく，なおかつ教材用に加工されていない，つまり

オーセンティックなリスニング活動用の素材を模索する中で，インターネット上のラジオ放送のＣＭや

広報を教材化し授業で利用することを試みた。実施した回数が少ないので，生徒の聞き取り能力をどの

程度高めているかは不明であるが，少なくとも英語のリスニング活動に対する生徒の意欲付け・動機付

けを維持し強化する効果は期待できることがわかった。生徒に対するアンケート調査においても，市販

のリスニング教材よりもＣＭや広報を素材とした活動の方を支持する結果が出ていた。

キーワード：インターネットリスニング活動教材開発オーセンティック教材

１ はじめに

稿は，授業中のリスニング活動をより活性化す

語教授における，英語で「話す・聞く」能力の育成

の重要性が明確に示されたわけである。しかしそれ

にもかかわらず，その学習の成果が，少なくとも大

学入試という場面で試される，いや有効に利用され

ることは極めて少ないままであった｡それ以前か

ら，入試の英語の問題としてリスニングを出題する

大学は少なかったが，「オーラル・コミュニケーシ

ョン」という必履修科目の導入によってもその状態

は大きく変わることはなかった。現実に国公立大学

の中で，平成18年度入試以前から全学体制で英語の

リスニングを入試に取り入れていたのは，東京外国

語大学などの，ごく少数の外国語専門の単科大学以

外では，東京大学と一橋大学くらいで，他の大学で

は，まったく取り入れていないか，せいぜい外国語

学部･文学部英米文学科･教育学部英語専攻などの，

一部の学部・学科の志願者に絞った形で実施してい

る程度であった。そもそも，大学入試センター試験

本稿は，授業中のリスニング活動をより活性化す

るための一つの試みとして，インターネット上のラ

ジオ放送のＣＭや広報を教材として利用した活動の

実践報告である。それはまたリスニング活動にも，

できるだけオーセンティック（authentic）な教材を

導入しようという試みの一つでもある。

２英語のリスニングを巡る－つの流れ

２－１センター試験へのリスニングの導入

平成18年１月，英語教育に大きな変革をもたらし

うる１つの「事件』が起こった。大学入試センター

試験に英語のリスニング試験が導入されたのであ

る。思えば，ここに至るまでは長き道のりであっ

た。平成６年度より実施の学習指導要領によって，

すべての高校生に対して「オーラル・コミュニケー

ション」という科目が必履修となった。高校での英
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分かれたシリーズ型教材で，ＣＤとのセット販売。

基本的に短い対話や物語・文章の読み上げを中心に

構成されておりγ解答方法は多肢選択形式が中心

で，一部短い英語や日本語での記述型の問題も含

む。また，絵や図や表などの視覚的な素材を組み合

わせたものも含めている。

それらの教材用に収録された音声教材にもいくつ

か共通した点が見られるようである。それらは学習

用に編集された音声教材が宿命的に持ってしまうも

のかもしれないが，そのいくつかをここで取り上げ

てみる。

自身が，実際の音声によるコミュニケーションを直

接の出題内容としていなかったこと自身が，極めて

象徴的であった。

そのため，至極当然のことではあるが，高校生を

対象としたリスニング教材は，皆無ではなかったも

のの，実に少なかった。もちろん「オーラル・コミ

ュニケーション」の教科書にはリスニングの活動が

盛り込まれてはいたし，他方，直接の大学入試対応

用としては，旺文社の大学入試問題正解リスニング

編があり，また東京大学の入試対策としては,Ⅲ合

塾や駿台予備校の出版する，過去の模擬試験を冊子

化した問題集があり，そこにはリスニング問題も収

録されていた。しかし，「文法」「英文読解・英文解

釈」「英作文」の各分野，そしてサイド･リーダ的な

読み物に関しては，実に多種多様な教材が出版され

ており，非常に初歩的なレベルのものから，高校の

学習内容のレベルを超えかけていると思われるもの

まであったこと比べると，リスニング用の教材は実

に少なかった。

そのような教材不足の中，リスニングの指導のた

めに援用されたのは，英語検定用の問題集であり，

一般の（＝大人の）学習者向けのリスニング教材で

あり，主に海外で編集された外国人学習者向けの

ESL（EnglishasaSeCondLanguage)教材であっ

た。もっとも，英語検定用の問題集自体それほど種

類が多いわけではない。また一般の学習者向けや

ESL教材の場合には，高校生に購入させるにははな

はだ高価である場合が多く，またどのようなものが

出版されているかを知ることもそれほど簡単ではな

かった。

話す速度は遅めである。

私が現在授業で使っている「[Spa:rk］リスニング・

テスト入試Levelｌ」および｢LeVel2」（数研出

版），そして比較用に「HyperListening

lntermediate」（桐原書店）を取り上げ，それぞれ三

つの課の発話の速度を計算してみたところ，

「[Spa:rk]」シリーズの場合には124～145ｗｐｍ

（wordsperminute)，「HyperListening

lntermediate」の場合には120～l32Wpmであった。

（｢資料１」参照）

私が以前に読んだ英語の母語話者向けの速読の教

本には〆母語話者の平均的な発話スピードはｌ５０

ｗｐｍであると書かれていた。それを1つの目安と

して考えると，上記のリスニング教材が生徒に聞か

せる英語は，「いくぶん遅い｣，場合のよっては「か

なり遅い」に分類されるだろう。なお2007年度のセ

ンター試験リスニングの第３問Ｂおよび第４間Ｂの

部分の発話速度も計測してみたが，そちらの方が遥

かに速かったことを付け加えておきたい。（｢資料

ｌ」参照）

また更なる比較のために，私が昨年度に使用した

英語Ⅱとリーディングの教科書である「Sunshine

EnglishCoursell」（開隆堂）と「GenuisEnglish

Readings」（大修館）および現在使用している速読

２－２市販の教材の問題点

大学入試センター試験への英語のリスニング試験

の導入を睨んで，その２年ほど前から各出版社が競

うようにリスニング教材の出版を始める。どの出版

社も基本線は同じである。レベル別に２～３段階に
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用教材「SonicReading4」の，それぞれの付属の

CDの本文音読部分の速度も計算してみた。収録さ

れた発話または音読の速度の違いは，読解用かリス

ニング用かといった教材自身の目的よりも，むしろ

出版社や個々の吹込者の個性の反映のように思わ

れ，私には興味深かった。（｢資料１」参照）

めているものもあるが，わざとらしさの方が強く感

じられてしまう。

加えて，吹込者の音声以外の音が合わせて録音さ

れている場合は稀である。現実の英語の聞き取りの

場面では，周囲の他の人の声や物音が自然なノイズ

として同時に聞こえる。またテレビやラジオなどの

場合は,演出用の効果音やBGMを伴っている場合の

方が多いと思われる。しかし高校生対象のリスニン

グ教材では，基本的にそれらが消去されており，ス

タジオで原稿を読んでいるという印象が補強されて

いる。会話やインタビューの聞き取りの教材では，

場面に相応しい効果音やBGMが録音されている場

合もあるが，聞き取るべき吹込者の音声に被さらな

いように音量調整されている気がする。

発声・発音は常に丁寧且つ明蜥である

おそらくどのリスニング教材にも当てはまること

だが，発声が細部まで明断で丁寧であり，声の強弱

や発話の速度も概ね一様に保たれている。部分的に

早口になったり，小声になったり，まして口篭って

聞き取りにくくなったりすることはまずない。もち

ろん，弱音化やリエゾンなどの音の変化は起こって

いるが，非常に規則的というか，教科書的に行われ

ている感じがする。

また，話し手の個人的な発声･発音の癖による聞

き取りにくさなどが極力生じないよう配慮されてい

るという印象も受ける。それらの教材において子供

や老人の声が収録されるこいとほとんどないし，多

少なりとも説りを含む発音を聞くこともほぼ皆無で

ある。徹頭徹尾，明蜥な発声による標準的な発音で

埋め尽くされているといえば言い過ぎか。

なお，ESL教材の中には，発音の個人差をむしろ

意識的に取り入れていると思われる教材もあること

が好対照である。

結局のところ，英語の聞き取りが苦手な高校生を

対象としている以上は，ある程度聞き取りやすくな

ければならないだろう。また，聞き取り教材として

だけでなく，英語の発音のモデルの意味合いも兼ね

ているとすれば，できるだけ標準的な発音に則った

音声教材にならざるを得ないだろう。ただし，それ

ら学習教材用に加工された教材だけで，十分なのだ

ろうか。母語話者を対象とした英語の音声素材も同

時に用いることで，学習者が学習意欲を掻き立てら

れる側面はないのだろうか。

Ｓインターネットという教材ソース

インターネットが英語教育に対して，多くの新た

な可能性を開いてきたことは言うまでもない。様々

な英文素材の宝庫であり，またメール文通などによ

る国外の高校生との英語での意思伝達の活動は，す

でに多くの実践例がある。一方，音声・動画形式の

情報に関しては，初期のアーカイブよりのオン・デ

マンド型配信に加えて，ストリーミング技術による

ライブ配信も当たり前のことになり，ＢＢＣや

ＣＮＮ以外にも，大小多くの放送局がインターネッ

やや平板で無機質な原稿読み上げロ調になりがちで

ある

上で述べたような明蜥な発声と丁寧な発音を重視

すると必然的にこうなってしまうのだろうか。文章

や物語はもちろん，日常的な会話を取り上げている

場合においても，原稿を読み上げている感じが漂っ

ている。落ち着いた口調ではあるが，感情表現に乏

しく，また口調が常に一定なので，いささか平板な

印象を与えかねない。意識的に感`情表現を音声に含
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音声素材という面から見ると，それらのＣＭや広

報には，アナウンサーの原稿読み上げ調のもの，著

名人のスピーチ形式のもの，そして効果音をふんだ

んに盛り込んだドラマ仕立てのものまである。登場

する話者も，たった１人だけの場合から，３人くら

いで役割分担しているものまであるが，興味深いこ

とは，非常に標準的な発音の人から，多少説りがあ

ったり，個人的な癖が強かったり，すこし篭った話

し方をする人までを含め，１人１人が微妙に異なっ

た響きを持った英語を話していることである。ま

た，同じ人間が話し続けている場合でも，話す速さ

や発音の明蜥さ，声の強弱が微妙に変化し，一本調

子になることは少ない。様々な音響効果やBGMの

使用により，臨場感を高める工夫も行われている

が，それらが自然なノイズとなって，より現実の場

面でのリスニングに近くなっている。

しかし何よりも重要であるのは，それらには学習

用に資するための加工が一切なく，あくまで母語話

者に対して何かを伝えるためのものであるという点

であろう。それらのＣＭや広報の場合でも，非常に

ゆっくりとした，明断で丁寧に発音される英語を耳

にすることは少なくない。しかしそれは，メッセー

ジの効果的な伝え方として選択されたものである。

英語の話し方に演出があったとしても，それは聞き

手の英語力（の低さ）に対する配慮のゆえではなく，

より効果的にメッセージを伝えるための方策であ

る。つまり'00％自然な英語なのである。

これらＣＭや広報はオーセンティックな教材とし

て利用できないだろうか。メッセージの面でも英語

の面でも，比較的わかりやすいものを聞かせ，生徒

が自分の力で理解できたならば，自らの英語力の向

上を確認でき，より強い動機付けに結びつかないだ

ろうか。いや，部分的にしか理解できなかったとし

ても，あと少し英語ができるようになれば理解でき

るという感触が，今後の学習の励みとはならないだ

ろうか。

ﾄ上で放送を行っている。これを教材として利用で

きないか。

３－１インターネット上のラジオ放送のＣＭ・広

報

インターネット上では様々なラジオ局が番組をラ

イブ配信している。ＢＢＣ，ＣＮＮのような全国規

模・世界規模のものもあれば，アメリカのトーク．

ラジオのように，一州対象の小規模のラジオ局もあ

る。そして，当然ながら民間の放送局ならば，番組

の合間にＣＭが流れるし，市や州の広報が流される

こともある。番組そのものは，語彙や背景知識の不

足により，日本の高校生が聞いて理解するのは困難

だろう。また適度な長さの教材になるかどうかも疑

問である。しかしＣＭや広報ならば何とか教材化で

きそうである。

ＣＭや広報は，そのほとんどか30秒～１分という

短さであり，また伝えようとするメッセージが基本

的に１つで，何を聞き取るべきかが明確なリスニン

グ素材になりうる。聞き取るべきは，ＣＭならばど

んな商品の紹介かであり，広報ならば何を訴えてい

るかである。一方，そのような性質にもかかわら

ず，伝えようとするメッセージが常に冒頭から提示

されるとは限らず，最初は灰めかす程度で，最後の

最後で結論としてメッセージを明示するタイプもあ

り，なかなかに聞き応えを感じさせる。また広報の

場合には，社会的な事象が取り上げられている場合

が多く，現代の社会・文化の勉強の側面も併せ持っ

ている。

もっとも，その中で使われている英語はそれほど

難しいものではない。口頭で伝えるという設定か

ら，あまり複雑な構造の文は使われないし，テーマ

に密着した少数の専門用語が含まれている場合を除

けば，全般にそれほど特殊な語彙は使用されていな

い。センター試験の英語【筆記】の長文が読める語

彙力で十分であろう。
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４ＣＭや広報の授業での利用までの準備

インターネット上のラジオ放送のＣＭや広報を教

材化するためには，事前の準備がいろいろと必要で

ある．実際に授業で利用できるようになるまでの部

分を少し説明しよう。

(5)ＣＭや広報を流すラジオ局の情報

イギリスのＢＢＣ，オーストラリアのＡＢＣ，

カナダのＣＢＣでは，ＣＭや広報が流されること

はまずない。確実に，そしてできれば頻繁に，

ＣＭや広報を流す放送局を事前にいくつか見つけ

ておくことが必要である。私が主に利用している

のは以下の放送局である。

・ＫＧＯ－ＡＭ８１０ＮｅｗｓＴａｌｋ

（http://www・kgoam810com/）

.LBCInternetRadio（http://www・lbcco.uk/）

・ＷＮＹＣ－ＮｅｗＹｏｒｋＰｕｂｌｉｃＲａｄｉｏ

（http://www・wnycorg/）

･WLS890AM-Chicago1sTalkStation

＜http://www・wlsamcom/）

４－１施設・環境などの整備

インターネット上のラジオ放送を受信し，その中

のＣＭや広報の部分を録音するためには最低以下の

機器が必要である。

(1)インターネットとの接続が可能なコンピュータ

常時接続で,１時間くらいは占有できる環境で

あることが望ましい。

(2)録音ソフト

コンピュータのサウンドカード経由で録音する

ソフトである。ＭP3形式で保存できるタイプの

ものがお勧めである。私はAudiograbberという

フリーウェアを使用している。

(8)音声ファイル編集ソフト

ＣＭや広報の部分だけを録音することは実質不

可能なので，その前後の番組なども含めて録音す

る場合が多い。録音後，不要部分をカットするた

めには音声ファイル編集ソフトが必要である。私

はMP3Cutterというフリーソフトを使用してい

る。

(4)ＣＤＲドライブとCD-Rディスクに対応したオー

ディオ機器

教室で再生する場合には，コンピュータよりも

オーディオ機器の方が音質・音量の両面で優れて

いる。ＭP3形式で録音したＣＭや広報は，ＣＤＲド

ライブで音楽用ＣＤに焼き，教室ではCDRディス

クに対応したＣＤプレーヤーで再生する方法をお

勧めする。なお，ＵＳＢメモリー内のMP3ファイル

をＭＤに録音できるオーディオ機器が使用できる

とさらに便利である。

４－２教材作成の流れ

音声素材の作成

まずはＣＭや広報の録音からである。これだけに

専念しようとすると，時間的にはかなりロスがあ

る。何か他の作業をしながらラジオ放送を流し続

け，ＣＭや広報が始まった段階で録音を始める形が

むしろ効率的である。私は主に昼食を食べながらこ

の作業をしている。

さてＣＭや広報が始まった段階で，録音ソフトに

て録音開始する。通常２～３のＣＭ・広報が続けて

流されるので，１つ目が始まった段階で録音を始め，

２つ目以降をターゲットにする方法がお勧めであ

る。また特定の放送局を聞き続けていると，ＣＭに

切り替わるポイントがわかってくる場合もある。

録音終了後は音声ファイル編集ソフトを使用し

て鈩余分な部分を切り落とし，また複数のＣＭ・広

報を同時に録音した場合は切り離し，それぞれ個別

のファイルとして保存する。この作業は録音した音

声ファイルがある程度たまった段階で集中的に行う

ほうが効率的であろう。

個別のファイルとして保存されたＣＭ・広報が一

－６１－



関しては「資料２」を参照のこと。定数たまったところで音楽用ＣＤに焼くなり，ＵＳＢ

メモリー経由でＭＤに保存するなり，教室で再生す

るのに便利な形のメディアに記録しておく。 AirForceReserve

①1分２秒（ｌ４５ｗｐｍ）

②米国空軍予備隊の隊員募集広告

③ナレーション（二人）＋効果音

Ancestroy

①１分（151ｗｐｍ）

②祖先を調べるサービスのＣＭ

③ナレーション

ＣＩＴ

①27秒（124ｗｐｍ）

②融資会社のＣＭ

③ナレーション＋BGM

CyberTipline

①29秒（163ｗｐｍ）

②インターネット上の４性的誘惑者

うという広報

ハンドアウト作成

録音したＣＭ・広報を授業で利用するためには，

教材化が必要であるが，その第一歩はtranscription，

つまりスクリプト作成である。これは実は意外に時

間がかかる作業である。聞き取りにくい部分がある

と，そこだけで数分もかかってしまいかねない。ま

た，どうしても聞き取れない部分が最後まで残る場

合もある。可能ならば，ＡＬＴに協力してもらうこ

とだろう。私の場合は,自分が100％正しく聞き取

れないものは教材として取り上げないことにしてい

る。

次は生徒の活動を企画することであるが，前にも

述べたように，ＣＭ・広報の場合は伝えようとする

メッセージは基本的に１つなので，そこを聞き取る

ような質問，つまり「何のＣＭ？」とか「何を訴え

ている広報？」といった形の質問を口頭で行えば十

分である。この段階では特にハンドアウトは必要な

いだろう。それに続いて，もっと細部の`情報を聞き

取らせようとする場合でも，口頭での指示で足りる

はずである。

これ以外は，授業実施者の考え方と生徒の必要`性

によって変わるところであるが，私の場合は先ほど

作成したスクリプト中の単語を何か所か（）に

置き換える形で，デイクテーション用のハンドアウ

トを作成する。

ﾄ上の性的誘惑者から子供を守る

③ナレーション＋略語を眩きながらキーボードを

叩く子供の再現音声～

DiscriminationAgainStFamiliesWithChildren

①32秒（156ｗｍｐ）

②子供を持つ家庭に対する住居の面での差別の廃

止を訴える広報

③ナレーション＋電話に答える不動産屋の店員の

再現音声

EverydayChoices

①48秒（151ｗｐｍ）

②健康的な生活を勧める広報

③ナレーション＋効果音

ReadWithYourChildren

①39秒（ｌ６７ｗｐｍ）

②子供と共に読書することを勧める広報へ

③州知事婦人のスピーチ＋ＢＧＭ

４－ｓこれまでに使用した教材の特徴

実際の授業での利用方法を紹介する前に，これま

でにどのようなＣＭ・広報を利用してきたかを簡単

に紹介しておこう。英字はタイトルであり，その下

は「①長さ（平均発話スピード）②主な内容③簡

単な特徴」である。なお，それぞれのスクリプトに ＊なお，各ＣＭ・広報のタイトルは筆者が便宜上

－６２－



つけたものである。また順序はタイトルの順で

あり，授業で使用した順序とは関係がない。

動を実施した。年度末までに４回，加えて３学期末

考査に問題として出題した分を含め，合計５つの

ＣＭ・広報を生徒に聞かせた。

この年度に関しては，単純に授業の活動内容を多

様化するためだけのものであった。リーディング中

心の週一時間の授業であり，リスニングに関して

も，これ以外の活動はなし。あくまでも授業中の活

動に変化をもたせる程度の位置付けでしかなかっ

た。生徒達も目新しい教材と普段とは違う活動に対

して興味を持って取り組んでいたと思う。もっと

も，アンケート調査などの形で生徒の反応を確認す

ることは行ってはいない。

この年度，私は同時に１年生の英語Ｉも担当して

おり，そちらの方ではもう少し計画的にリスニング

の活動を授業に組み込んでいた。この学年を対象と

した取組を以下に述べよう。

主な特徴としては以下の点が指摘できるだろう。

最長でも１分２秒，最短のものは27秒と，全体に

短く，繰り返し聞かせてもプ余り長い時間を要しな

い。

発話スピードに関してはCITとAirForceResesve

を除けば,すべて母語話者の平均的な発話速度と考え

られるｌ５０ｗｐｍを超えている。一方もっとも速いも

のでもｌ６７ｗｐｍで，それほど早口というわけでもな

い。なお，この発話スピードの計算は，ＣＭ・広報中

の全使用語数を単純に時間で割ったものである。

ｌ４５ｗｐｍの速さとしてあるAirForceResesveは，

実は発話間のポーズがいくぶん長めに設けられてお

り，実際のナレーションの部分だけに絞ってスピー

ドを計算すれば，おそらくｌ５０ｗｐｍを超えているだ

ろう。

基本的に原稿読み上げ式だが，発話スピードの自

然な変化，弱音化，強調のための発音の明断化が随

所に見られる。Ancestory以外は，みな何らかの効

果音やBGMを伴っており，そくれらが臨場感を高め

たり，自然なノイズとなったりしている。

いくつか難しい語彙を含むものもあるが，構文の

面ではむしろ単純なものが多い。

５－２平成1ｓ年度以降

前年度の１年生が２年生にな'ハ私は「リーディ

ング」の授業の担当として引き続き指導に当たっ

た。そして再び，ＣＭ・広報を用いたリスニングの

活動を実施した。

平素のリスニング指導

前にも述べたことだが，この学年に対しては入学

当初より授業の中に定期的にリスニング活動を取り

上げていた。行う時期は教科書の各レッスン終了時

であり，主に数研出版の「[Spa:rk]リスニング・テ

スト入試レベル１」を用いていた。そして，２年

生になった以降は，前年度のセンター試験の問題に

も挑戦させているｏ

また）普段の授業の中でもClassroomEnglishを

多く用い，またリーディング活動中の内容理解に際

しては，口頭でのＱ＆Ａを用いたり，ハンドアウトミ

を用いる場合でも答え合わせの際には口頭でのやり

取りを重視したりと，自然な英語の聞き取りの場面

ｓこれまでの実践

実際にどのような形でＣＭや広報を用いてリスニ

ング活動を行っているかを簡単に述べよう。

５－１平成１７年度

この年度から実践を始めたわけだが，対象は２年

生であり，私は’単位のリーディングの授業を担当

していた。通常のリーディングの教科書を用いた英

文読解の授業であったが,２学期よりレッスンの終

了時を中心に，ＣＭ、広報を用いたリスニングの活

－６３－



や考えを言わせる。通常この段階で何とか正解にま

で到達できるが，どうしても出なければ教師が答え

を伝える。

続いて穴埋め形式のハンドアウトでデイクテーシ

ョンを行う。通常は２回聞かせる間に書き取らせ，

その後に答え合わせをする。完成したスクリプトを

見ながら，さらにもう１回聞かせる場合もある。

都合６回前後，生徒は同じＣＭ･公報を聞くことに

なる。それぞれ30秒～１分のものであるが，活動全

体の所要時間は15～20分くらいであろうか。

CyberTipUneのように，やや難しい語彙を含み,社

会的な側面からの情報も補う必要まであると，２０分

を超えてしまうこともある。

を増やしてきた。

この学年に対しては,２年時の11月から翌年の２

月にかけて，「[Spa:rk]リスニング・テスト入試レ

ベル１」によるリスニング活動に引き続き行う形

で，ＣＭ・広報を用いた活動を計４回実施した。

なお今年度も，私はこの学年の授業を担当してお

り，「[Spa:rk]リスニング･テスト入試レベル２」で

のリスニング活動と並行した形で，－学期中に２回

実施している。

実際の授業での流れ

ＣＭ・広報を用いたリスニング活動は，基本的に

「[Spa:rk]リスニング・テスト」を用いたリスニン

グの活動の後に，応用編として取り上げる。

「[Spa:rk]リスニング・テスト」は，生徒には比較

的易し目であるので，生徒によってはこれがＣＭや

広報を聞き取る活動のためのウオームアップにもな

っている。

まずＣＭや広報を聞かせる前に，生徒に聞き取る

べき内容を指示しておく。ＣＭならば商品やサービ

スの概要であり，広報ならば中心となるメッセージ

である。

２回ほど続けて聞かせ，生徒に答えを求める。こ

の際，何でも聞き取れたことを発表させていく。こ

の段階では完全に正確な答えは出てきにくいが，ヒ

ントとなる語句が引き出せることは多い。このよう

なものは板書しておく。

さらに聞かせる前に，今度は答の鍵となる放送中

の英語表現を黒板にメモしたり，答えとなる英語表

現の頭文字のみを板書したりして，生徒にヒントを

与え，何とか聞き取る意欲を維持きせるようにす

る。例えばDiscriminationAgainstFamiliesWith

Childrenの場合にはＤＡＦ

Ｓ生徒の反応

平成18年度末に私は，当時の２年生（現３年生）

に対してアンケート調査を行った。その中には，こ

のＣＭ・広報を用いたリスニング活動に関わる部分

も含まれていた。該当部分の質問項目と生徒の回答

状況を下に引用しておく。

アンケートおよびその結果

InternetRadioの広報のListeningに関して。

No.２１難易度に関してどう思いますか。

①適切である②高すぎる

③やや高い ④やや低い

⑤低すぎる⑥何ともいえない

ＷＣのような板書をした。

この後，引き続き２～３回ほど聞かせ，１回聞か

せるたびに何名かの生徒を指名し，聞き取れたこと

－６４－

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

18.4％ 21.9％ 55.3％ 1.8％ 0％ 0％



No.２２［Spa:rk]と比較して，どちらが活動として楽

しかったですか。

①断然に「InternetRadioの広報」の方

②どちらかといえば「InternetRadioの広報」の

方

③どちらかといえば［Spa:rk］の方

④断然に［Spa:rk］の方

⑤何ともいえない

割愛する。

分析と考察

難易度に関しては，半分以上の生徒が｢やや高い」

と感じながらも，７割以上の生徒が，［Spa:rk］によ

る通常のリスニング活動よりも楽しいと感じてい

る。つまり，難しいながらも生徒の意欲を掻き立て

る活動になっていると予想できる。

他方，約３分の２の生徒が，「はっきり」または

「多少」リスニングの力が着くと「感じた」と回答

しているので，彼らはこのリスニング活動が学習と

しての有効であると認めているわけである。

そして何より，半分以上の生徒が「もう少し多く」

と回答している一方で，「もう少し少ない」「ないほ

うがよい」の回答が合計で3.5％であるので，生徒は

この活動を肯定的に受け止めていると解釈して間違

いないだろう。

しかし，この活動を行うことで，生徒のリスニン

グ能力が実際にどの程度向上しているのかは定かで

はない。そもそも，月に１回せいぜい20分足らずの

活動が生徒の能力の育成にどの程度影響するのかは

疑わしいところである。母語話者向けの，その意味

で本物の，そして多少難しいものを聞き取ろうと

し，また部分的にでも聞き取れたことで，リスニン

グ活動に対する意識付け・動機付けの維持に寄与で

きる活動であると考えるべきであろう。

① ④

31.6％ 41.2％ 10.5％ 1.8％ 149％

No23Listeningの力が着く活動であると感じまし

たか。

①はっきりと感じた

②多少は感じた

③余り感じられなかった

④まったく感じられなかった

⑤何ともいえない

① ② ③

9.6％ 57.0％ 21.9％ 2.6％ 8.8％

No.２４１１月から始めて計４回，月１回のペースで

行いましたが，回数に関してはどう思いますか。

①充分である

②もう少し多くやりたかった

③もう少し少ない方がよい

④ないほうがよい

⑤何ともいえない ７教材としての問題点と今後の課題

しかし，インターネット上のラジオ放送のＣＭ・広

報を教材として使用するには，まだまだいくつかの

問題点や課題が残されている。ここではそれをいく

つか指摘しておきたい。

まず１つには，素材となるＣＭや広報の録音には，

かなりの時間がかかることを覚`悟しなければならな

い。特に意識的にＣＭや広報を採取しようとする場

合は，ずいぶん非効率的な作業という感じがしてし

①

31.6％ 53.5％ 0.9％ 2.6％ 11.4％

No25InternetRadioの広報のListeningに関して，

何か意見・要望などがあれば，右下の回答欄に記

入して下さい。

＊いくつか興味深いコメントがあったが，引用は

－６５－
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まう。何と言っても，全体の放送時間中に占める

ＣＭ・広報が流される時間の割合はごく僅かである

からである。私の場合は，何となく昼食時に

Interentでラジオを聞き始め，そのうちに合間に流

れるＣＭ・広報に興味を持つようになり，いずれ何

かに使えるかもしれないとの思いから録音を始め，

ある程度ストックがたまってから，リスニング活動

の教材としての利用を考える方向へと進んできた。

録音したＣＭ・広報のtranscriptionも，実際には

難しい作業である。いわゆるテープ起こしの作業

は，母国語の場合でも決して楽しい作業とは言えな

い。まして，発音の癖や証り，弱音化や口篭りなど

が含まれていると，教員自身が100％正確に聞き取

れない場合もある｡「ＡＬＴに協力してもらう」と

いっても，現実にどの程度の協力が得られるかは未

知数である。

教材としての使い方に関しても，まだ検討の余地

を大きく残している。私は，中心となるメッセージ

を聞き取らせることに限定しているが，それは情報

の聞き取り方としては非常に大雑把なやり方であ

る。中心的なメッセージの周辺にある他の`情報は無

視させることになるからである。それとも，長くて

も時間にして１分，語数にして160語前後の英語の

リスニングならば，もっとも重要な１点に集中させ

るだけで十分なのか。

また私は要点を聞き取らせた後には)穴埋め形式

でデイクテーションをしているが，この二つの活動

の間にはいささかのギャップはないのだろうか。一

方では極端な形でメッセージに集中させ，その後は

語彙レベルでの聞き取り活動となる。それらを全体

として１つのリスニング活動として考えた場合に，

活動間に整合性は保たれているのだろうか。

から振り返って述べてきたが，まとめとして以下の

ことを述べておきたい。

．この活動は生徒のリスニング活動に対する意欲

付け・動機付けの維持・強化の面では大きな効

果が期待できる。

･実際のリスニング能力の向上にどの程度寄与す

るかは，回数と難易度のバランス問題もあり，

現実には不明である。

･ＣＭ・広報の録音から教材化までの過程は，実

際には時間のかかる過程であり，これのみでリ

スニング活動を組み立てるには，かなりの事前

の準備期間を要する。

･そのような現状では（市販の）リスニング教材

と併用し，リスニング活動をスパイス・アップ

する形での使い方が現実的といえる。

まだまだ改善の余地を数多く残している実践では

あるが，私個人としては，日常的に使うどこか学習

教材然とした教材以外に，よりオーセンテイックな

素材を教室に持ち込むことで，学習活動全体を多様

化させ，時に沈滞しかねない生徒たちの学習に対す

る意欲や動機付けを刺激する試みとして，一定の意

味と効果を持った活動であると考えている。そし

て，いろいろな人達が私と同じような実践を行い始

め，インターネット上のラジオを聞きながら興味深

いＣＭや広報をそれぞれに蓄積し，スクリプトと教

材化案を含めた形で,インターネット上などで共有

できるようになれば，その教材としての可能性はさ

らに広がっていくだろう。

まとめとして

インターネット上のラジオ放送中のＣＭ・広報を

用いたリスニング活動という実践を，いくつかの点

－６６－



資料１様々な教材の音声素材の発話速度抽出調査｝

１４４

１２０

２９１ １３１

１５８ １３９

１３９

１１５

１２１

１３８

－６７－

教材名 Lesson,Unit等 語数 時間(秒） 速度(ｗｐｍ）

[Spa:rk]Ｌｅｖｅｌｌ

Ｕｎｉｔ９

Ｕｎｉｔｌ３

Ｕｎｉｔｌ７

130

135

317

6３

5６

132

124

」 １４５

144

△

[Spa:rk]Level２

Ｕｎｉｔ７

Ｕｎｉｔｌｌ

Ｕｎｉｔｌ６

162

130

391

7８

5５

180

125

142

130

Ｈyｐｅｒ Listenin

Intermediate

９

Lesson7

Ｌｅｓｓｏｎｌ３

Lessonl7

160

291

247

8０

133

112

120

131

１３２

2007年度

センター試験

第３間Ｂ

第４間Ｂ

146

181

5２

7４

168

147

Sunshine2

Lesson4(1)

Lesson7(1)

Lessonll(1)

158

213

169

6８

8９

7３

139

144

139

GeniusEnglish

Readings

Lesson4(1)

Lesson7(1)

Lessonll(1)

239

232

234

125

115

124

115

121

１１３

SonicReading4

Lesson4

Lesson7

Ｌｅｓｓｏｎｌｌ

419

441

490

175

１６４

213

144

161

138



資料２これまでに授業で使用したＣＭ・広報のスクリプト

＊下線部はデイクテーション用のハンドアウトにおいて（）にした部分である。

AirForceReserve

I1vebeenaregisterednursefOrovertenyears・

Ｂｕｔｉｎａｌｌｍｙｙｅａｒｓｏｆｃａｒｌｎｇ・fOrpatients,Ｉｎｅｖｅｒｉｍａｇｉｎｅｄｌ１ｄｂｅｔａｋｉｎｇｉｔｔｏthislevel．

rmaflightnursewithanairmedicalevacuationcrewintheairfOrcereServe.

it1salwaysbeentosavelives．Ｍｙｍｉｓｓｉｏｎｉｓｔｈｅｓａｍｅ，

Butittakessteadyhands，passionanddedicationtoeamyourring、

ThroughrapiddeploymentandquickthinkingwearehelpingpeopleinwaysIcouldnIton theground．

Andeachchallengeisunique

Whethertransportinganinjuredsoldier，orevacuatingacivilianinneedofcritical

situationwehavetobereadｙｔｏｇｅｔｔｈｅｐａｔｉｅｎｔｔｏｓａｆｅｔｙ．

care，whateverｔｈｅ

lt1sapart-timejobbutafull-timeexperience、

ＡｎｄｏｎｅｏｆｍａｎｙｅｘｃｉｔｉｎｇｃａｒｅｅｒｓｉｎｔheairfOrcereserve．

Call800-257-1212,orvisitusonlineatafreserve・com

AirForceReserve・AboveandBeyond

Ancestroy

Doyoureallyknowyourpast？

Whereyoucamefromthehistorybehindyourfamilyandwhoyouare．

lnlessthanfiveminutes,ｗｅｃａｎｈｅｌｐｙｏｕｓｔａｒｔｔｏｆｉｎｄｏｕｔ、

AtAncestry,wehelpmillionsofpeoplejustlikeyou2onnect withyourfamilyroot．

Fromtherecentpasttotengeneratiｏｎｓｏｒｍｏｒｅ

Ｗｅ'ｒｅｓｏｓｕｒｅｔｈａｔＷｅｃａｎｆｉｎｄｙｏｕｒｆａｍｉｌyhistory、

Ｗｅ１ｌｌｇｉｖｅｙｏｕａｆｒｅｅｃｏｐｙｏｆｏｕｒｂｅｓt-sellingfamilytreeprogramjustfOrcalling．
'-800-339-0021．

WithonephonecallyoucouldrelivethejoYofyourancestor1sweddingday,thehardships oftheirocean

Voyage，theirbattlesandmore・

AncestryworkssowelL

Ittakesjustafewminutestostartyourfamilytree．

Callusrightnowatl-800-339-OO21ａｎｄｗｅ１ｌｌｇｉｖｅｙｏｕａｆｒｅｅｃｏｐｙｏｆｏｕｒbest-sellingfamilytreeprogram

justfOrcalling

l-800-339-OO21・

That'sl-800-339-0021

Callusrightnow，’-800-339-0021.

CIT

Sometimessuccessneedstobenurtured

Sometimesitwantstobepushed

Sometimessuccesstakeseverythingｗｅｃａｎｇｉｖｅａｎｄｔｈｅｎｄｅｍａｎｄｓｍｏｒｅ，

ＡｎｄｓｏｍｅｔｉｍｅｓａｌＩｉｔｔａｋｅｓｉｓｓｏｍｅｏｎｅｗｈｏｓｅｅｓｗｈａｔｙｏｕｓｅｅ．

－６８－



Ｉｔ１ｓＣＩＴ

Ｗｅ１ｒｅｉｎｔｈｅｂｕｓｉｎｅｓｓｏｆｆinancinggreatideas．

Ｓｏｙｏｕｃａｎｔａｋｅｙｏｕｒｓａｌｌｔｈｅｗａｙｔｏｔｈｅｔｏｐ．

CyberTipline

Well，ＡＩＳＬ

ＩｔｗａｓＮＶＧ

Ｙｏｕｄｏｎ１ｔｋｎｏｗｗｈａｔｙｏｕｒｋｉｄｓａｒｅＳａyingonline，ｏｒｗｈｏｔｈｅｙａｒｅｓａｙｉｎｇｉｔｔｏ

Ａｌｏｔｏｆｔｉmes，neitherdothey．

Lａｓｔｙｅａｒｏｎｅｉｎｆｉｖｅ childrenwassexuallysolicitedonline

onlinelifeandtogetthefulllistofacronymskidsareusing,calll-800-The-LostorToprotectyourkids1

visitcybertiplinecom．

Helpdeleteonlinepredators

AmessagefromTheNationalCenterfOrMissingandExploitedChildrenanｄＴｈｅＡｄＣｏｕｎｃｉＬ

DiscriminationAgainstFamiIieｓＷｉｔｈＣｈｉＩｄｒｅｎ

Ｔｈｅｙｗｏｎ１ｔｔｅｌｌｙｏｕit1sbecauseyouhavechildren．

ApartmentRentalshowcanIhelpyou？

Twobedrooms，sure1

Doyouhaveanychildren？

Oh,twolittleboys,aha,andyourselflsee

Well，ｙｏｕａｒｅｗｅｌｃｏｍ§ｔｏｄｒｏｐｂｙｔｈｅｏｆｆｉｃｅａｎｄｆｉｌｌｏｕｔａｎapplication，ｂｕｔＷｅｄｏｎ１ｔｒｅａｌｌｙｈａｖｅｔｗｏ

bedroomsavailablerightnow．

ItIsillegaltodiscriminateagainstfamilieswithchildren，

Housingdiscriminationstopswhenpeoplestopputtingupwithit・

CityofChicago・

FormoreinfOrmation，ｃａｌｌ３１１．

EverydayChoices

SomeoneapproachesyoUandyoucrosｓｔｏｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅｏｆｔｈｅｓｔｒｅｅｔ・

Yourcell-phoneisready,ｔｈｅｎumbersfOrhelpsavedonspeeddiaLP

Youlockthedoorbehindyou，once，twice，maybethreetimes

Nowyoufeelsafe，ｓｅｃｕｒｅ

Ｙｏｕｔｈｉｎｋｙｏｕｖｅｍａｄｅｔｈｅｒｉｇｈtchoicestoprotectyourself

Thinkagain！

BecauseifyouarenotmakingheaIthychOices,ｙｏｕｃｏｕｌｄｂｅｏｎｅｏｆｔｈｅｎｅａｒｌｙｔｗｏｏｕｔofthreewomen

killedbycancers，diabetes，heartdisease，orstroke

Soeatright，getactivadon1tsmoke，seeyourdoctorandlive1

Learntoprotectyourselffromyourself

Atl-866-399-6789,orvisitusateverydaychoicesorg

AmessagefromAmericanCancerSociety，AmericanDiabetesAssociation，AmericanHeartAssociation

andtheAdCouncil．

－６９－



ReadWithYourChildren

knowthatchildrenwhoarereadtodaｉｌｙａｒｅｔｗｉｃｅａｓｌｉｋｅｌｙｔｏｂｅａｔｔｈｅｔｏｐｏｆｔｈｅｉｒｃｌａｓｓｉｎDidyouknowthatchildren

learningandcommunication？

ReadingtoyourchildrencanevenimprovetheirmathSkillSandSelfesteem

ThisisFirstLadyPattyBlagojevicｈ

Ａｓａｐａｒｅｎｔ，IknowthechallengesandpresSureSfamiliesfacetoday．

Ｒｅｍｅｍｂｅｒｔｏｔａｋｅｔｉｍｅｔｏｒｅａｄｗｉｔｈｙourchildrennomatterhowoldtheyare．

ＹｏｕｗｉｌｌｖａｌｕｅｔｈｅｑｕａｌｉｔｙｔｉｍｅｎｏｗａndyourchildrenwillreapthebenefｉｔｓｆＯｒｙｅａｒｓｔｏｃｏｍｅ．

資料ａ主な使用ソフトとその入手先

Audiograbber（録音ソフト）：http://www・audiograbber・com-usnet

MP3Cutter（音声ファイル編集ソフト）：http://katahello・to／

資料４主なインターネット上のラジオ局のサイトと検索用サイト

ラジオ局のサイト

ＫＧＯ－ＡＭ８１０ＮｅｗｓＴａｌｋ：http://www・kgoam810com／

LBCInternetRadio：http://www・lbc.co・uk／

ＷＮＹＣ‐NewYorkPublicRadio：http://www・wnycorg／

WLS,８９０ＡＭ‐ChicagO1sTalkStation：http://www,wlsamcom／

ラジオ局の検索用サイト

News-TalkRadioStations：http://www・journalismjobs・com/radiolinkscfm

TalkRadioStations：http://www・radiorow・com/stations/talkhtm

－７０－


